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学習地点から選んだ隣接する 3 地点で観測した画像が類似していれば、その 3 地点の周辺領域においては前述の仮定
が成り立つことを示し、その領域を位置推定可能領域としている。
つぎに、位置推定の要求として、一定回数以内の移動によって位置推定可能領域に入る確率を一定以上にするとい
う基準を定めておき、学習時にそれを満たすように、位置推定可能領域と移動戦略を作る方法を提案している。すな
わち、与えられた位置推定可能領域に対して、確率的な最適移動戦略を求め、それが要求を満たさない場合は、最適
な観測点を選択し、その点を含む位置推定可能領域を追加する。その結果に対して再び移動戦略を求めて、要求を満
たすかどうかを確かめる、このような繰り返し処理により、なるべく少ない画像を学習するだけで、効果的な位置推
定を可能としている。
位置推定時は、位置推定可能領域に入るまで観測と移動を繰り返し、最後に、固有空間における 3 地点の画像との
位置関係を実世界における 3 地点の位置関係に写像することにより、より正確な位置を求める方法を提案している。
実画像をシミュレーション空間に張り付けた環境での実験を行い、提案手法の有効性を示している。
・ 以上のように、本論文は、視覚を用いて移動するための最適な学習と移動の戦略を確率的に求める方法を提案した
もので、自己位置推定の基本的な方式として独創性がある。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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